
信
濃
川 

阿
賀
野
川 

高地性集落 
古墳 
 

能
等
能
等 

能
等 

の   

と 

の   

と 

(

加
我
加
我)

(

加
我)

か  

が 

か  

が 

加
宜
加
宜 

加
宜 

か  

ぎ 

か  

ぎ 伊
弥
頭

伊
弥
頭 

い   

み   

ず 

い   

み   

ず 

伊
弥
頭 

は
く
い

は
く
い 

は
く
い 

羽
咋 

羽
咋 こ

し
の
ふ
か
え

こ
し
の
ふ
か
え 

こ
し
の
ふ
か
え 

高
志
深
江

高
志
深
江 

高
志
深
江 久

比
岐

久
比
岐 

く   

び   

き 

く   

び   

き 

久
比
岐 

佐
渡
佐
渡 

さ   

ど 

さ   

ど 

佐
渡 

江
沼
江
沼 

え
ぬ
ま

え
ぬ
ま 

え
ぬ
ま 

江
沼 

三
国
三
国 

み
く
に

み
く
に 

み
く
に 

三
国 

角
鹿
角
鹿 

つ
ぬ
が

つ
ぬ
が 

つ
ぬ
が 

角
鹿 

高
志
高
志 

こ  

し 

こ  

し 

高
志 若

狭
若
狭 

わ
か
さ

わ
か
さ 

わ
か
さ 

若
狭 

須恵器窯跡 
製鉄遺跡 
製塩遺跡 蒲原郡 

沼垂郡 

蒲原郡 

蒲原津 
沼垂郡 
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営みのはじまり 市域における人々の活動の舞台は、はじめは
さんろく

丘陵と山麓であった。秋葉区の新津丘陵では、約２万年前の旧
石器時代以降の狩猟具が点々と発見されている。西蒲区の角田
山麓では、旧石器時代の終わりに近い約１万４０００年前の狩猟具
が最古である。
約６０００年前の縄文時代前期、人々は平野に形成された砂丘に
生活の舞台を広げた。砂丘地にある西蒲区の布目遺跡、北区の
と や

鳥屋遺跡は、越後平野を代表する縄文遺跡である。

交流と戦争 弥生時代、市域は西日本の文化と東北地方の文化
が接する地域であった。山陰地方や北陸地方の特徴をもつ土器
と東北地方の特徴をもつ土器が、同じ遺跡から出土している。
弥生時代後期、新津丘陵や角田山麓に高地性集落がつくられる。

ふる つ はちまんやま

新津丘陵の古津八幡山遺跡は、日本海側北端付近に位置する大
規模な高地性集落である。

ぎ し わ じんでん わ こく

『魏志倭人伝』に記される「倭国乱」の政治的緊張が市域に
も及んでいたのかもしれない。

北の首長たち 古墳時代前期、ヤマト政権の影響力が強まり、
やま や

新津丘陵に古津八幡山古墳（円墳）、角田山麓に山谷古墳（前方
あやめづか お たて

後方墳）、菖蒲塚古墳（前方後円墳）、平野部に緒立八幡神社古
墳（円墳）などが造られる。越後平野は、前期古墳が分布する日
本海側最北の地である。

さかのぼ

阿賀野川を遡った会津盆地にも多くの古墳が分布している。
東北地方へと勢力を拡大するヤマト政権にとって、越後平野は
前進の拠点地域であった。また、越後平野では北海道の特徴を
もつ土器も出土しており、北方の文化も入り込んでいた。

北のフロンティア 古墳時代後期、ヤマト政権は地方の豪族を
くにのみやつこ こ し の ふ か え

国 造（地方官）に任命した。市域周辺では高志深江国造が任命
された。高志深江国造は、日本海側最北の国造である。

えみし

大化３（６４７）年、ヤマト政権は北方の蝦夷支配の拠点として
ぬたりのさく

渟足柵を設置した。柵の場所は、阿賀野川右岸の河口部（後の
通船川河口）近くと考えられている。渟足柵は８世紀前半まで
に沼垂城の名に変った。

越後国の成立と蒲原津 奈良時代が始まる８世紀前半、国―郡―
郷を単位とする地方制度が整った。市域は阿賀野川を境に、北

ぬたり かんばら

が越後国沼垂郡、南が越後国蒲原郡となった。沼垂郡には沼垂
か じ お う み

郷・賀地郷など、蒲原郡には桜井郷・青海郷などがあった。ま
くに つ

た、信濃川の河口には蒲原津があった。蒲原津は越後国の国津
（公的な港）で、人や物資の集まる交通の要衝であった。

産業の勃興 地方制度が整備されたころ、新津丘陵では須恵器
や鉄の生産が始まり、信濃川左岸の低地ではサケの漁獲・加工
が行われた。須恵器や鉄の生産は、地域の自給力を高めるため
に、国や郡の役人が主導して進めたと考えられている。サケは、
税として都（朝廷）に納める越後国の特産品であった。また、海
岸砂丘地帯では塩が作られた。

北陸地方の国造

暮らしの広がりと交流（原始・古代）

縄文前期の土器 布目
遺跡 個人所蔵
東京国立博物館提供

北と西の品物
左：アメリカ式石鏃
右：鉄剣 古津八幡山遺跡

弥生後期の土器 左：北陸系土器
右：東北系と北陸系の折衷土器
古津八幡山遺跡

菖蒲塚古墳周辺の台地 中央○が古墳

「杉人鮭」と記された
木簡 的場遺跡

須恵器 緒立遺跡

縄文晩期の土器 鳥屋遺跡

生産遺跡の分布

高地性集落と古墳の分布

緒立八幡神社古墳の墳丘を覆う
葺き石

木炭窯（手前）と製錬炉
金津丘陵製鉄遺跡群

渟足柵の記事
『天理図書館善本
叢書 日本書紀』
より転載


